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新常態における⾼等教育の展望
ー多様性を⽣み出す新たな評価をー
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１．新常態における教育の展望
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OECD Future of Education and Skills 2030 project background

OECD 2019 3



○教育制度をより広いエコシステムにおいて捉える

○（一部の選ばれた人でなく）より広い関係者による意思決定

○（役割分担でなく）責任の共有

○特にプロセスを重視して、学習の評価・改善

○生徒の非線形の進捗と個別の学びの道筋を前提にした、動的なカリキュラム

○（標準テスト中心でなく）学習改善やメタ認知のため、様々なタイプの評価を活用

○（説明責任のためだけでなく）システム改善のためのフィードバックを重視

○能動的な参加者としての生徒。生徒、教師がエージェンシーを発揮

※⽩井俊（2020）. 「OECD Education 2030プロジェクトが描く教育の未来―エージェ
ンシー、資質・能⼒とカリキュラム」. ミネルヴァ書房 に基づき改変

OECD Future of Education and Skills 2030 project background
Table 2  The“new normal”in education 
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5

ＯＥＣＤのラーニング・コンパスの中⼼概念である「エージェンシー」（定義）

「⾃ら考え、主体的に⾏動して、責任を持って社会変⾰を実現していく⼒」

the capacity to set a goal, reflect and act responsibly to effect change

（参考）⽩井俊（2020）. 「OECD Education 2030プロジェクトが描く教育の未来
―エージェンシー、資質・能⼒とカリキュラム」. ミネルヴァ書房

を基にして作成。

〇結果を予測し、⽬標を設定すること

〇⾃らの⽬標達成に向けて計画すること

〇⾃分が使える能⼒や機会を評価・振り返ること

（例）

〇責任を持って主体的に⾏動すること など
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（⽂責：tokiwa） 6



令和の日本型学校教育
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〇新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤に伴う甚⼤な影響は，
私たちの⽣命や⽣活のみならず，社会，経済，私たちの⾏動・
意識・価値観にまで多⽅⾯に波及しつつある。この影響は広範
で 期にわたるため，感染収束後の「ポストコロナ」の世界
は，新たな世界,いわゆる「ニューノーマル」に移⾏していく
ことが求められる。

（令和の⽇本型学校教育）
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○新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤は，例えばテレワーク，
遠隔診療のように，世の中全体にデジタル化，オンライン化を
⼤きく促進している。学校教育もその例外ではなく，学びを保
障する⼿段としての遠隔・オンライン教育に⼤きな注⽬が集
まっている。ビッグデータの活⽤等を含め，社会全体のデジタ
ルトランスフォーメーション加速の必要性が叫ばれる中，これ
からの学校教育を⽀える基盤的なツールとして、ICT はもはや
必要不可⽋なものであることを前提として，学校教育の在り
⽅を検討していくことが必要である。

（令和の⽇本型学校教育）
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〇 学校の臨時休業に伴う問題や懸念が⽣じたことにより，
学校は，学習機会と学⼒を保障するという役割のみならず，

や，⼈と安全安⼼につな
がることができる居場所・セーフティネットとして⾝体的，
精神的な健康を保障するという福祉的な役割をも担っている
ことが再認識された。

学校の臨時休業で再認識された学校の「役割」

その

一方で

（令和の⽇本型学校教育）
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〇 学校の臨時休業中，⾼校⽣の多くは，学校や教師からの指
⽰・発信がないと，『何をして良いか分からず』学びを⽌め
てしまうという実態が⾒られたことから，これまでの学校教
育では，⾃⽴した学習者を⼗分育てられていなかったので
はないかという指摘もある。

学校の臨時休業で再認識された学校の「課題」

さらに

（令和の⽇本型学校教育）
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〇令和時代における学校の「スタンダード」として，・・・・
教師が対⾯指導と家庭や地域社会と連携した遠隔・オンライ
ン教育とを使いこなす（ハイブリッド化）など，これまでの
実践と ICT とを最適に組み合わせることで，学びの質を向上
させるとともに，学校教育における様々な課題の解決につなげ
ていくことが必要である。

（令和の⽇本型学校教育）
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先端技術（ＩＣＴ）の活用
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〇学びにおける時間・距離などの制約を取り払う

〇個別に最適で効果的な学びや⽀援

〇可視化が難しかった学びの知⾒の共有やこれまでにない知⾒の⽣成
（教師の経験知と科学的視点のベストミックス）

先端技術活用の意義

遠隔授業

個別最適化学習

ＩＲ、ＥＢＰＭ

（令和元年 新時代の学びを⽀える先端技術活⽤推進計画）
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〇個々の⼦供の状況に応じた問題を提供する AI を活⽤したド
リル教材等を活⽤することで、繰り返しが必要な知識・技能
の習得等に関して効果的な学びを⾏うことが可能になる。

〇⼦供の多様で⼤量の発⾔等の学びに関する情報を即時に収
集、整理・分析することで、他者との議論が可視化できるよ
うになり、より深い学びを⾏うことが可能になる。

個別に最適で効果的な学びや支援

個別学習

協働学習

（新時代の学びを⽀える先端技術活⽤推進計画）
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A 対面指導

1 黒板とチョーク

2 学内オンライン環境

B 遠隔指導

3  自宅とのオンライン環境

先端技術

の活用

（⽂責：tokiwa） 16



人間ならではの力を引き出す
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〇 ⼈間の強みとは何か。それは、現実世界を理解し、その
状況に応じた意味付けができることであろう。AI が⼈間の
能⼒をはるかに超えていくのではないかという意⾒もある
が、AI の本質はアルゴリズムであり、少なくとも現在の AI 
は情報の「意味」（背景にある現実世界）を理解している
わけではない。AI に⽬的や倫理観を与えるのは⼈間である。

人間の強みとは

（平成30年 ⽂部科学⼤⾂懇談会）
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○ ⼈⼯知能がいかに進化しようとも、それが⾏っているのは
与えられた⽬的の中での処理である。

⼀⽅で⼈間は、感性を豊かに働かせながら、どのような
未来を創っていくのか、どのように社会や⼈⽣をよりよい
ものにしていくのかという⽬的を⾃ら考え出すことができ
る。

人間の強みとは

（平成28年 中教審学習指導要領答申）
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学びに向かう⼒、⼈間性等
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日本財団「18歳意識調査」２０１９

参考
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●「エージェンシーは，社会参画を通じて⼈々や物事，環境がより良いものとなる
ように影響を与えるという責任感を持っていることを含意する」

（OECD（2018）のポジション・ペーパーによる）

●ＯＥＣＤのラーニング・コンパスの中⼼概念である「エージェンシー」

「⾃ら考え、主体的に⾏動して、責任を持って社会変⾰を実現していく⼒」

22

（参考）⽩井俊（2020）. 「OECD Education 2030プロジェクトが描く教育の未来
―エージェンシー、資質・能⼒とカリキュラム」. ミネルヴァ書房

OECD Learning Compass 2030 仮訳



ハイブリッド型の教育
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A 対面指導

1 黒板とチョーク

2 学内オンライン環境

B 遠隔指導

3  自宅とのオンライン環境

ハイブリッド化 全人教育

方法 目的

対面指導

遠隔教育

（⽂責：tokiwa） 24



授業は
すべて20⼈以下

オンライン・セミナー⽅式
90分のうち

教員が話すのは10分のみ
事前課題提出学⽣のみが参加可能

世界7都市での合宿インターンシップ

初年度：サンフランシスコ
2年次：ソウル、ハイデラバード

3年次：ベルリン、ブエノスアイレス
4年次：ロンドン、台北

遠隔 リアル

出典：⼭本秀樹著「世界のエリートが今⼀番⼊りたい⼤学ミネルバ」を基に加筆

全⼈教育

⽅法

⽬的

25



これまでの「授業」について

Ｂ：この授業だったら「遠隔」でも出来る！？

Ａ：「対⾯」ならではの授業だ！

※「遠隔授業」の本格化で、これまでの「授業」の
課題が浮き彫りになった。

（⽂責：tokiwa） 26



これからの「授業」について

資質能⼒の重視
・何をどのようにできるか
・どのように学ぼうとしているか

（⽂責：tokiwa）

学習過程の重視
・濃密な⾔葉のやりとり
・観察・評価とフィードバック

教師と学⽣が、場所と時間を共有する
「対⾯授業」ならではの利点をどう⽣かすか。
「対⾯授業」の質向上の好機としたい。
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２．高等教育のグランドデザイン
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文部科学省資料 29



求められる人材像と高等教育が目指すべき姿

時代の進展への対応
学習者本位の教育

への転換

（グランドデザイン答申から抜粋）
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●「何を教えたか」から「何を学び、身に付けることができたのか」への転換

●単に個々の教員が教えたい内容ではなく、学修者自らが学んで身に付けたこ

とを社会に対し説明し納得が得られる体系的な内容

●学年ごとの期末試験での評価で、学生が一斉に進級・卒業・修了するという

学年主義的・形式的なシステムではなく、個々人の学修の達成状況の可視化

（グランドデザイン答申から抜粋）

学習者本位の教育への転換
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教育研究体制の「多様性と柔軟性」

多様な価値観が集まる
キャンパス

（グランドデザイン答申から抜粋）32



教育の質の保証と情報公表

学習成果の可視化教学マネジメント

（グランドデザイン答申から抜粋）
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●教育改革の方向性については、先行き不透明な時代に向けて、

・時代の進展への対応、

・学習者本位の教育への転換、

・多様な価値観が集まるキャンパス など、

大きな方向性として、引き続き妥当するのではないか。

●教育の実施面では、先端技術活用など教育方法の選択肢が大幅に拡大してい

るので、教育目標実現のためにどの手法が最適か、見直す必要。

●教育の質保証では、学習プロセスの重視、多様な評価手法の活用など、

新しい評価手法への移行を進める必要。

新常態（new normal）に向けて、
「高等教育グランドデザイン」をどう生かすか？

（⽂責：tokiwa） 34



３．教学マネジメント指針

令和２年１月２２日 中央教育審議会大学分科会
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教学マネジメント指針とは・・

▲ 教学マネジメント指針は、

・学修者本位の教育の実現を図るための教育改善に取り組み、社会に対する
説明責任を果たしていく、大学運営

＝「教学マネジメント」がシステムとして確立した大学運営の在り方を示す。

▲ ただし、「教学マネジメント」は、各大学が自らの理念を踏まえ、その責
任でそれぞれの実情に応じて構築すべきものである。
・本指針は「マニュアル」ではない。

文部科学省資料から抜粋 36



▲ 各大学の強みや特色が反映された「三つの方針」は、教学マネジメントの
確立に当たって最も重要。学修者本位の教育の質の向上を図るための出発点。

Ⅰ 「三つの方針」を通じた学修目標の具体化

文部科学省資料から抜粋

▲ 特に「卒業認定・学位授与の方針」（DP）は、学生の学修目標として、
また、卒業生に最低限備わっている能力を保証するものとして機能すべきも
のであり、具体的かつ明確に定められることが必要。

37



▲「卒業認定・学位授与の方針」（DP）に定められた学修目標を達成する観
点からは、明確な到達目標を有する個々の授業科目が学位プログラムを支え
る構造となるように、体系的かつ組織的な教育課程が編成される必要がある。

Ⅱ 授業科目・教育課程の編成・実施

文部科学省資料から抜粋
38



▲ その際、エビデンスとして使用可能な様々な情報について、DPの各項目
にひも付けて整理し、分かりやすい形でまとめなおし、DPに定められた資
質・能力を身に付けていることを示すことが考えられる。

▲ このことの前提として、成績評価の信頼性を確保。

Ⅲ 学修成果・教育成果の把握・可視化

▲ 単に授業科目ごとの成績評価を示すだけでは学修成果・教育成果の把握・
可視化としては不十分。DPに定められた学修目標の達成状況を明らかにす
ることが強く期待される

文部科学省資料から抜粋 39



別紙Ⅰ（部分）

文部科学省資料から抜粋
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▲例えば、「卒業認定・学位授与の方針」（DP）に定められた資質・能力
を測定するためのルーブリックを作成した上で、同方針に定められた特定
の資質・能力と「極めて関連性が深い授業科目」において当該資質・能力
の修得状況を直接的に評価することが考えられる。

「極めて関連性が深い授業科目」における到達目標の達成状況の評価

▲こうした学生が知り、理解し、行い、実演できることを評価できるような
直接的な評価は大学にとって負担が大きく、全ての授業科目で実施するこ
とは必ずしも現実的ではない。

▲そのため、上記授業科目に限定してこうした評価を実施することで、負担
を一定程度軽減することができるものと考えられる。

41



②把握・可視化
することが考
えられる内容

①把握・可視化の意義 （略）

③把握・可視化
の方法

例2 卒業論文・卒業研究の水準

・卒業論文・卒業研究に対する評定により直接的に測定することができる
DPに定める専門教育に係る資質・能力

・同一の学位プログラムに属するそれぞれの学生の卒業論文・卒業研究に
対する指導教員等の評定の分布状況

・個々の学生の卒業論文・卒業研究に対する指導教員等の評定

・卒業論文作成・卒業研究実施の過程で行われる学生の様々な活動を通じ
て、DPに定める専門教育に係る資質・能力以外の資質・能力を直接的に
測定することができる場合には、当該資質・能力の達成状況

・卒業論文・卒業研究の評価により明らかにすることができる資質・能力とDP
に定められた資質・能力のうち専門教育に係る資質・能力との関係の整理

・卒業論文作成・卒業研究実施の成果物に対する指導教員等の評定
（例えば、DPに定められた資質・能力のうち専門教育に係る資質・能力を中
心として、これらに関連するルーブリック等を用いて評価したものなど）

（卒業論文作成・卒業研究実施の過程に対し適切に評価することも重要。）
42



Ⅳ 教学マネジメントを支える基盤 （ＦＤ・ＳＤ）

▲ 各大学は、「卒業認定・学位授与の方針」（DP）に沿った学修者本位の
教育を提供するために必要な望ましい教職員像を定義した上で、対象者の役
職や経験に応じた適切かつ最適なＦＤ・ＳＤを組織的かつ体系的に実施して
いく必要がある。

文部科学省資料から抜粋
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（１）「卒業認定・学位授与の方針」に定められた学修目標の達成状況を明
らかにするための学修成果・教育成果に関する情報

・情報公表の観点から、学生がどのような資質・能力を身に付け、

・そのためにどのような学修をどの程度行ってきたか、

・また大学が提供する教育課程はどのように評価され、

・希望する進路にどの程度の学生が進んでいるか、

・入学・在籍・卒業の状況はどのようなものか

といった点等を明らかにする。

Ⅴ 情報公表（説明責任）

文部科学省資料から抜粋 44



４．多様性を生み出す新たな評価を

45



  こうした要請に応えるための試案が、「教学マネジメント指針」に示されて

いる・・ と受け止めたい。

★「教育改善」や「説明責任」という観点から、評価をどう充実するか？

★評価の信頼性、客観性、効率性の要請

課題

（⽂責：tokiwa） 46



★人工知能（機械）ではない「人間としての強み」をどう評価するか。

★「学生が知り、理解し、行い、実演できること」をどう評価するか。

★「信頼性、客観性、効率性」という方向の議論だけで十分か？

★「多様性、主観性、やや非効率性」も必要では？

課題（第二段階）

⇒ 学生にエージェンシーを発揮させるべく、個々の学びの道筋を踏まえて、

学習のプロセスを考慮した、多様で多面的な評価を。

それが、「ニューノーマル」 では？

（⽂責：tokiwa） 47



第１に，信頼される評価とするためには，教師の適切な判断に基づいた評価が必
要であり，著しく異なったり偏ったりすることなく，およそどの教師も同じよう
に判断できる評価が求められる。

価を適切に組み合わせることが重要である。
・発表やプレゼンテーションなどの表現による評価
・レポート，ワークシート，ノート，作⽂，論⽂，絵などの制作物による評価
・評価カードや学習記録などによる⽣徒の⾃⼰評価や相互評価
・教師や地域の⼈々等による他者評価

第３に，学習状況の結果だけではなく過程を評価するためには，評価を学習活動
の終末だけではなく，事前や途中に適切に位置付けて実施することが⼤切である。

評価⽅法の⼯夫

学習指導要領解説（総合的な学習の時間）を基に⼀部改変

・話合い，学習や活動の状況などの観察による評価
・学習活動の過程や成果などの記録や作品を計画的に集積したポートフォリオ
を活⽤した評価

参考

48



49



① 知識及び技能を獲得したり、思考⼒、判断⼒、表現⼒等を⾝に付け
たりすることに向けた粘り強い取組を⾏おうとする側⾯

② ①の粘り強い取組を⾏う中で、⾃らの学習を調整しようとする側⾯

という⼆つの側⾯を評価することが求められる。

平成３１年 児童⽣徒の学習評価の在り⽅について（報告）

「主体的に学習に取り組む態度」に係る評価
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まとめ
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休校 with corona after corona

⽬標の実質化
内容の⾒直し

遠隔授業
・緊急避難

遠隔と対⾯の併存
・コロナ対策
・遠隔授業の質向上

ハイブリッド化
・教育改⾰
・対⾯授業の質向上

新しい評価

コロナ禍

教育⽬標・内容

学習者本位の教育
ＤＰの明確化

wellbeing
learning-compass
agency
動的カリキュラム

教育体制・⽅法

多様性と柔軟性
教学マネジメント
学位プログラムを個々
の授業科⽬が⽀える
組織性・体系性

プロセス重視
フィードバック

教育評価

学習成果の可視化
学⽣が知り、理解し、
⾏い、実演できること
の評価

学習改善やメタ認知の
ため、様々なタイプの
評価の活⽤

グランドデザイン
教学マネジメント指針 ＯＥＣＤ２０３０

（⽂責：tokiwa）52



▲技術⾰新と社会変化
・先端技術の活⽤ ⇒ データ活⽤の前提としての適切な評価
・⼈間の強みを⽣かす教育 ⇒ 客観的に評価しにくい学習成果を適切に評価

▲グランドデザイン
・学習者本位の教育 ⇒ 個々の学びの道筋や学習プロセスを重視した評価
・多様な価値観が集まる ⇒ 多様性を許容し促進する評価

▲教学マネジメント
・資質能⼒の評価 ⇒ 学⽣が知り、理解し、⾏い、実演できることの評価
・学習成果の把握・可視化 ⇒ その前提としての信頼性ある評価

▲コメント
※評価の客観性に囚われるあまり、より重要な教育上の価値を⾒失っていないか。

※正解のない問題について、主観的な評価を責任をもって⾏う努⼒を払いつつ、それ
でも評価には不確実性が伴うことを正⾯から認めたうえで、組織として、新しい評
価の在り⽅を詰めていくことが必要ではないか。

（⽂責：tokiwa）53



〇これからの教育の姿は⼤きく変化する可能性を秘めている
が、その姿を現時点で明確に描き切ることには限界がある。
つまり「これで決まりだ」というものがあるわけではない。

〇⽬標を設定し責任を持って主体的に⾏動できる学⽣を育てる
という⼤きな⽅向性は共有できるだろうが、具体的な教育⽬
標・内容・⽅法・評価の在り⽅は、各⼤学が試⾏錯誤しなが
ら独⾃のものを創り出していくこととなる。

○この激動期こそ、我が国の教育に⽋けるとされる多様性を
創り出していく絶好のチャンスであるはずだ。

〇また、多様性を創り出すためには、適切な評価が必要となる。
新たな評価に関する共通理解の構築と各⼤学での多⾯的な
評価の実施が、特⾊ある教育や多様な学⽣を⽣み出すことに
つながると考える。

（⽂責：tokiwa） 54


